


















草野 元康 （同 光学医療診療部）
【症 例】 20歳,男性 【主 訴】 腹痛 【既往歴】 17
歳時,原発性硬化性胆管炎 【現病歴】 17歳時に原発性
硬化性胆管炎 (以下 PSC) と診断され他院にて経過観察
されていた.平成 22年 1月から時々腹痛が出現, 2月よ
り下痢を認めるようになった.その後も腹痛,下痢が改
善しないため 5月 9日当院受診, 38度台の発熱と炎症反
応および肝胆道系酵素の上昇があり精査加療目的に同日




































矢野間 透，福地 稔，鈴木 雅貴
山岸 純子，田部 雄一，深澤 孝晴
桐山 真典
（社会保険群馬中央総合病院 外科）





















た. 術後 1日目は 41℃まで発熱認め, 採血検査結果では
WBC2400, Plt9.4万, CRP25.58であった.術後 2日目も
39℃近い発熱を認め,血液培養検査施行し,術中の腹水
培養検査と同様の E.coliと Providencia sturartii検出し






































木暮 憲道，内田 信之，中里 健二






は初回手術時年齢 66歳,女性.平成 16年 8月,体中部大
弯の進行胃癌の診断に,胃全摘,胆囊摘出術,リンパ節郭
清 D2,空腸間置再建術施行.病理診断は低分化腺癌,M-
Gre, type 4, 6.5×5.5cm,pT4a (SE), INFγ, ly2, v1, PM
(－),DM (－),VM (－),N2 (4/31),H0,P0,CY0,M0,
StageⅢB (胃癌取り扱い規約第 14版による) であった.
術後補助化学療法として TS-1開始するが,Grade 2の倦
怠感出現し約 3ヶ月で中止.以後外来フォローアップさ
れていた.術後 5年目である平成 21年 8月に,胸腹骨盤
CTおよび上部消化管内視鏡施行し, 胃癌の再発所見な



























濱野 郁美，富澤 直樹，小川 哲史
荻野 美里，清水 尚，五十嵐隆通
榎田 泰明，荒川 和久，田中 俊行
安東 立正，池谷 俊郎
（前橋赤十字病院 消化器病センター）
伊藤 秀明，坂元 一葉 （同 病理部）
竹吉 泉
（群馬大院・医・臓器病態外科学）
【症 例】 49歳,男性. 2008年 2月血尿,頻尿を主訴に
泌尿器科を受診, 膀胱頂部後壁に腫瘍を指摘された.
TUR-Btでの生検結果は高分化腺癌であり,原発巣を精
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